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令和4年定例会提出議案件名一覧表

令和4年度三重県一般会計補正予算(第5号)

令和4年度三重県県債管理特別会計補正予算(第 1号)

令和4年度三重県国民健康保険事業特別会計補正予算(第 1号)

令和4年度三重県母子及び父子並びに寡婦福祉資金貸付事業特別会計補正予算(第 1号)

令和4年度三重県立子ども心身発達医療センタ一事業特別会計補正予算(第 1号)

令和4年度三重県就農施設等資金貸付事業等特別会計補正予算(第 1号)

令和4年度三重県地方卸売市場事業特別会計補正予算(第 1号)

令和4年度三重県林業改善資金貸付事業特別会計補正予算(第 l号)

令和4年度三重県沿岸漁業改善資金貸付事業特別会計補正予算(第 1号)

令和4年度三重県中小企業者等支援資金貸付事業等特別会計補正予算(第 l号)

令和4年度三重県港湾整備事業特別会計補正予算(第 1号)

令和4年度三重県水道事業会計補正予算(第 1号)

令和4年度三重県工業用水道事業会計補正予算(第 1号)

令和4年度三重県電気事業会計補正予算(第 l号)

令和4年度三重県病院事業会計補正予算(第 1号)

令和4年度三重県流域下水道事業会計補正予算(第 1号)

三重県個人情報の保護に関する法律施行条例案

三重県情報公開・個人情報保護審査会条例の一部を改正する条例案

三重県の事務処理の特例に関する条例の一部を改正する条例案

三重県手数料条例の一部を改正する条例案

三重県立自然公園条例の一部を改正する条例案

地方税法第三十七条の二第一項第四号の寄附金及び当該寄附金を受け入れる特定非営利活動法人を定める条例の一部を改正

する条例案

当せん金付証票の発売について
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土木関係建設事業に対する市町の負担について

工事請負契約について(主要地方道桑名大安線(桑部橋)道路改良(橋梁上部工)工事)

工事請負契約について(特別支援学校統合寄宿舎建築工事)

工事請負契約の変更について(桑名市源十郎新田事案後期対策工事)

工事請負契約の変更について(一般国道 167号(磯部Bp)道路改良(恵利原玉知トンネノレ(仮称))工事)

財産の取得について

一級河川の指定の変更に対する意見について

損害賠償の額の決定及び和解について

北勢中央公園の指定管理者の指定について

亀山サンシャインパークの指定管理者の指定について

大仏山公園の指定管理者の指定について

熊野灘臨海公園の指定管理者の指定について

三重県立熊野少年自然の家の指定管理者の指定について

議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する事務の受託を廃止するための協議について

令和4年度三重県一般会計補正予算(第6号)

令和4年度三重県立子ども心身発達医療センタ一事業特別会計補正予算(第2号)

令和4年度三重県水道事業会計補正予算(第 2号)

令和4年度三重県工業用水道事業会計補正予算(第 2号)

令和4年度三重県電気事業会計補正予算(第 2号)

令和4年度三重県病院事業会計補正予算(第 2号)

令和4年度三重県流域下水道事業会計補正予算(第2号)

知事及び副知事の給与及び旅費に関する条例等の一部を改正する条例案

職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例案

公立学校職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案

令和4年度三重県一般会計補正予算(第 7号)

令和4年度三重県一般会計補正予算(第8号)

三重県議会議員の政治倫理に関する条例の一部を改正する条例案

三重県議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例案
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令和4年定例会 11月定例月会議請願審査結果一覧表

区分 総数 採択 一部採択 不採択 審査中 継続審査 審議未了 その他

新規分 7 3 3 l 

審査中分

計 7 3 3 1 

(請願)

(新規分)

w 

所管 受理
件 名 提 出 者 紹介議員 審査結果

処理経過及び結果の

委員会 番号 報告を求めるもの

総務地 国に対し、消費税率5%への引 津市中河原 2055 山本里香

域連携 き下げを求めることについて コ重県商工団体連合会 稲森稔尚

デジタ 言青 51 代表者山口謙治 不採択

ノレ社会

推進

総務地 国に対し、インボイス制度(適 津市中河原 2055 山 本 里 香

域連携 格請求書保存方式)の中止・延 コ重県商工団体連合会 稲森稔尚

デジタ 言青 52 期を求めることについて 代表者山口 謙治 不採択

ノレ社会

推進

崎
掌
N



所管 受理
件 名 提 出 者 紹介議員 審査結果

処理経過及び結果の

委員会 番号 報告を求めるもの

旧統一協会・勝共連合と政治家 津市寿町7-60 山 本 里 香

環境生 との癒着究明・被害者救済を求 平和・民主・革新の日本をめざ 稲 森 稔、尚

活農林 言青 63 める意見書を求めることにつ す一重の会(略称・一重県革新 継続審査

水産 いて 懇)

代表世話人大野章

私学助成について 津市上浜町一丁目 293番地の4 ) 11口 円

=重県私立高等学校・中学校・ 石 垣 智 矢

小学校保護者会連合会 中瀬古初美

.t. 

環境生
会長高瀬一英 小島智子

野村保夫
活農林 請 64 採択 。

ほか 20名 里子口 正
水産

倉本崇弘

山内道明

山 本 里 香

稲森稔尚

医療保 介護保険制度の改善を求める 津市柳山津興 1636-23 山本里香

健子ど ことについて 一重県社会保障推進協議会 稲森稔尚

も福祉
言青 66

会長林友信
不採択

病院
一一」



所管 受理
イ牛 名 提 出 者 紹介議員 審査結果

処理経過及び結果の

委員会 番号 報告を求めるもの

医療保
知的障害者福祉法の改正及び 津市阿漕町津興 205-2 ) 11口 円

障害者福祉施設職員の安定的 一般財団法人二重県知的障害者 小島智子
健子ど

請 56 な雇用に向けた必要な支援に 育成会 山内道明 採択
も福祉

係る意見書の提出を求めるこ 理事長高鶴かほる 山本里香
病院

とについて 稲森稔尚

教育機会確保法に基づいた不 津市広明町 328番地 津ピノレ 1 ) 11口 円

登校支援施策の充実を求める 階 石垣智矢

ことについて 認定特定非営利活動法人フリー 山崎 博

スクーノレ二重シューレ 中瀬古初美

CJ1 
教育警

理事長石山佳秀 小島智子

言青 57 野 村 保 夫 採択 。
察

里子口 正
-、

倉本崇弘

山内道明

山 本 里 香

稲森稔尚
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資料3

令和4年定例会11月定例月会議意見書案一覧表

令和4年 12月

[意見書案]

O環境生活農林水産常任委員会提出

意見書案第12号私学助成の充実を求める意見書案

0医療保健子ども福祉病院常任委員会提出

意見書案第13号知的障害者福祉法の改正及び障害者福祉施設職員の安定的

な雇用に向けた必要な支援を求める意見書案

0議員発議

意見書案第14号杉田水脈総務大臣政務官の罷免を求める意見書案

意見書案第15号 「きれいで豊かな伊勢湾」の実現に向けた取組の強化を求め

る意見書案

7 
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意見書案第 12号

私学助成の充実を求める意見書案

上記提出する。

提出者

令和 4年 12月 8日

環境生活農林水産常任委員長 中 瀬 信 之

9 
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私学助成の充実を求める意見書案

私立学校は、建学の精神に基づく個性豊かで特色ある教育を行い、教育

の振興及。ミ発展に寄与している。

しかしながら、小学校、中学校及び高等学校における公私聞の教育費負

担の格差は大きく、新型コロナウイルス感染症の感染拡大による影響が継続

する中、私立学校に修学する生徒等の保護者は大きな経済的負担を強いられ

ている。

また、近年の少子化等の影響もあり、私立学校をめぐる経営環境も厳し

い状況にある。

よって、本県議会は、国において、私立学校に修学する生徒等の保護者の

経済的負担の軽減及び私立学校における経営の健全性向上を図るため、現行

の私学助成に係る国庫補助制度を堅持し一層の充実を図るとともに、就学支

援金制度の拡充強化を図るよう強く要望する。

以上のとおり、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

令和年月日

三重県議会議長 前野和美

11 



(提出先)

衆議院議長

参議院議長

内閣総理大臣

財務大臣

文部科学大臣

12 



意見書案第 13号

知的障害者福祉法の改正及び障害者福祉施設職員の安定的な雇用

に向けた必要な支援を求める意見書案

上記提出する。

令和 4年 12月 12日

提出者

医療保健子ども福祉病院常任委員長 倉本 崇弘

13 
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知的障害者福祉法の改正及び障害者福祉施設職員の

安定的な雇用に向けた必要な支援を求める意見書案

身体障害者福祉法及び精神保健及び精神障害者福祉に関する法律には、

それぞれ障害者の定義並びに障害者手帳の名称及び交付等に関する規定

が定められているが、知的障害者福祉法には、知的障害者の定義並びに療

育手帳の名称及び交付等に関する規定が定められていなし10 さらに、療育

手帳の交付は都道府県知事、指定都市市長及び児童相談所を設置する中

核市の市長(以下「都道府県知事等」という。)が自治事務として実施し

ており、都道府県知事等で手帳の名称及び交付基準等にばらつきが生じ

ている。このことは、療育手帳の交付を受けた者が他の都道府県等に転居

した際に障害の認定が変更されるおそれ等につながり、当該者の不利益

となることも懸念される。

また、近年、障害者福祉施設では人手不足が慢性化しており、最低賃金

の引上げをはじめとした賃金水準の上昇により、常勤職員として雇用し

ていく上で十分な給与その他の労働条件を設定することが難しい。その

結果、障害福祉に関し専門的知識を有する職員を安定的に雇用すること

が困難となり、経験の浅い職員が障害の程度の重い者を介護することに

つながり得ることから、本来その者に求められる必要最低限の介護又は

支援すらできなくなることが懸念される。小規模な障害者福祉施設にお

いては、職員へのこれ以上の賃金の引上げその他の待遇改善を行うこと

は困難である。

よって、本県議会は、国に対し、下記の事項の実現を強く求める。

1 知的障害者福祉法において、知的障害者の定義並びに療育手帳の名

称及び交付等に関する規定を定める法改正を行うこと。

なお、法改正に当たっては、現に療育手帳の交付を受けている者に

不利益が生じないよう十分に留意すること。

2 障害者福祉施設が安定的に職員を雇用できるよう、地方の負担を増

やすことなく、更なる処遇改善を図るための必要な支援を行うこと。

以上のとおり、地方自治法第 99条の規定により意見書を提出する。

令和 年 月 日

三重県議会議長前野和美

15 



(提出先)

衆議院議長

参議院議長

内閣総理大臣

財務大臣

厚生労働大臣

16 



意見書案第 14号

杉田水脈総務大臣政務官の罷免を求める意見書案

上記提出する。

令和 4年 12月 13日!

提 出者

) 11 口 円

中瀬古初 美

島 智 子

山 本里香

稲森稔 尚

稲 土百 Bs 義

r 

17 
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杉田水脈総務大臣政務官の罷免を求める意見書案

杉田水脈総務大臣政務官においては、平成 30年 7月に月刊誌に性的少

数者を指して「子どもをつくらない、つまり生産性がないjなどとする文

章を寄稿したことをはじめ、性的少数者、特定の民族、性暴力被害者等に

対する差別的言動を繰り返してきた口平成 30年 6月及び 7月には、性暴
ひぼう

力被害を公表したジャーナリストの女性を誹誘中傷する第三者の SNS

への投稿 25件に対して賛同表現である Iいし1ね」をしたことについだ、

令和4年 10月、東京高等裁判所は、「社会通念上、許される限度を超える

侮辱行為」と認め、杉田氏に 55万円の損害賠償を命じている。

本県議会は、不当な差別の解消を推進し、人権が尊重される社会の実現

に向けて取り組んでいるところであり、杉田氏の数多くの差別的言動を

到底容認することはできない。また、総務省は、地方公共団体と共に SN

Sにおける誹誘中傷対策を推進していることからも、差別的言動を繰り

返してきた杉田氏が政府の一員としてその職責を担うことは、適性を欠

くと言わざるを得ず、内閣総理大臣においては、その任命責任を厳しく問

わなければならない。

よって、本県議会は、杉田水脈総務大臣政務官の罷免を強く求める。

以上のとおり、地方自治法第 99条の規定により意見書を提出する。

令和年月日

三重県議会議長 前 野 和 美

19 



(提出先)

衆議院議長

参議院議長

内閣総理大臣

総務大臣

20 



意見書案第 15号

「きれいで豊かな伊勢湾j の実現に向けた取組の強化を求める意

見書案

上記提出する。

令和 4年 12月 13日

提 出者

) 11 口 円

石 垣智 矢

山崎 博

中瀬古初美

島智 子

野村保夫

野 口 正

倉本崇 弘

山 内 道 明

山 本里香

稲森稔 尚

稲 垣昭 義

21 
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「きれいで豊かな伊勢湾Jの実現に向けた取組の強化を求める

意見書案

水産業を取り巻く環境は、漁業従事者の減少及び高齢化に加え、気候変動

による海洋環境の変化、水産資源の減少等もあり、年々厳しさが増している。

伊勢湾では、水質の改善が進むことで、黒ノリの生育に必要な窒素、リン

等の栄養塩類濃度の低下による色落ち被害及びアサリ等の水産資源の減少が

深刻化しており、一部の漁業従事者は廃業を検討せざるを得ない状況となっ

ている。

このため、本県では、「きれいで豊かな伊勢湾」の実現に向けて、色落ちし

にくい黒ノリ品種の開発、干潟・浅場の造成等に取り組んでいる。

また、従来の「規制」から総合的な「水環境管理」への方向性の転換の下、

流域下水処理場の栄養塩類管理運転の効果検証、生物生産に適した栄養塩類

管理のための研究等の様々な行政施策を展開しているところである。

このような中、令和7年度には「第 44回全国豊かな海づくり大会」が本県

で開催されることが決定した。

本大会の開催を通じ、豊かな海の再生に向けた取組及び次世代に継承でき

る持続可能な水産業を確立し、本県の水産業の一層の発展につなげていくこ

とを目指しているところであるが、そのためには、国においても水産業の持

続的な発展に必要となる「豊かな海j の再生に向けた対策を講じることが求

められる。

よって、本県議会は、国において、的確な栄養塩類管理のために関係省庁

が連携して、「きれいさ」と「豊かさ」が調和した伊勢湾の実現に向けた更な

る調査・研究を推進することを強く要望する。

以上のとおり、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

令 和年月日

三重県議会議長 前野和美
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(提出先)

衆議院議長

参議院議長

内閣総理大臣

農林水産大臣

環境大臣
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資料4

令和4年三重県議会定例会提出予定議案概要(追加提案・その17)

区 分

。その他議案
( 1件)

総務部

件 名

[議案第165号]
教育委員会委員の選任に
つき同意を得るについて

概 要

予 算
条例案

その他議案 1件
呈阿刃11':;、 疋__.._. 件
報 止口と 件
提 出 件

計 1件

教育委員会委員に次の者を選任するにあたり、地方教育
行政の組織及び運営に関する法律第4条第 2項の規定に
基づき同意を得るもの

大森達也
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資料5

議会運営委員会閉会中継続調査申出事件一覧表

1 議会の運営に関する事項について

1 議会関係の条例及び規則等に関する事項について

1 議長の諮問に関する事項について

f 
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|資料6'1 

常任委員会開会中継続調査申出事件一覧表

総務地域連携デ、ジタル社会推進常任委員会

1 行財政の運営について

1 地域振興の推進について

1 スポーツの振興について

1 県南部地域の活性化について

1 デ、ジタル社会の形成について

戦略 企画 雇用経済常任委員会

1 県政の総合企画調整について

1 雇用対策について

1 エネノレギ一政策について

1 産業振興(農林水産業を除く。)について

1 国際交流及。湖光の振興について

1 会計管理、監査その他行政運営の適正確保について

環境生活農林水産常任委員会

1 生活文化行政の推進について

1 環境保全の推進について

1 廃棄物対策について

1 農業の振興対策について

1 林業の振興対策について

1 水産業の振興対策について

医療保健子ども福祉病院常任委員会

1 医療及び介護行政の推進について

1 保健衛生行政の推進について

1 子ども及び青少年の育成について

1 社会福祉及び、社会保障の推進について

1 病院事業の運営について

防災県土整備企業常任委員 会

1 危機管理及び防災対策の推進について

1 公共土木施設の整備・維持管理について

1 都市計画、住宅、その他土木行政の推進について

1 公営企業(病院事業を除く。)の運営について

警察常任委

学校教育の充実について

社会教育及び文化財保護行政の推進について

警察の組織及び運営について

.b、
A 

回
国
民

古
同

1

1

1

教
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資料7

1 2月20日の議事予定

開議

諸報告 ・付託議案審査報告書並びに請願審盃結果報告書の提出について

-意見書案の提出について

-議案の配付について

日程第1 議案第116号から議案第164号まで並びに

議提議案第5号及び議提議案第6号

〔委員長報告、討論、採決〕

日程第2 請願の件

〔討論、採決〕

日程第3 意見書案第12号から意見書案第15号まで

〔討論、採決〕

日程第4 常任委員会の調査事項に関する報告の件

日程第5 議案第 165号

〔提案説明、採決〕

日程第6 閉会中の継続調査の件

閉会

議長あいさつ

知事あいさつ

委員長会議

広聴広報会議
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令和5年年間議事予定(案) A 和4年12月19日現在n 

日 1J1 2月 3月 4月 5月 6月 7月 B月 9月 10月 11月 12月

1 日 (冗日) 水代表者会議 水 土 月各派世話人会 木 議室よ主主 土 火 金 日 水分科会(決算) 金 1 

2 月 木 木 追 加 議 案 上 程 日 火 金 日 水 土 月一般質問 木 {量員会等予備日} 土 2 

3 火 金 金一般質問・質疑 月 水(憲法記念日) 土 月 木 日 :k 予(予決決[企総聾括会質計挺)) 金(文化の日) 日 3 

4 水 土 土 火 木(みどりの目) 日 火 金 月代表者会議 71く全協(盟関方針・予算方 土 月一般質問 4 針)

5 木 日 日 水 金(こどもの日) 月 水県内調査(教育) 土 火県外調査 木常任委・分科会 目 火 5 

E 金 月 月予決(予算総括質疑]木 土 火 岱蓋立巴1・2径 木県内調査(教育) 日 水県外調査 金常任委・分科会 月 水一般質問 6 

7 土 火
火聡雇・肪県・医子

金 日 水 金 月 木県外調査 土 火
木予決(当初予算要草 7 常任委・分科会 技況}

8 日 水議運 水 総常地任委・環・農分科・教会警 土 月各派世話人会 木 二盤霊園 土 火 金 日 水代表者会議 金 予[予決主食(器当初括龍質疑括的]質疑) 8 

9 月 (成人の日) 木 木職雇・防県・医子
日 〈山各開派会世話人会 金 目 水 土 月 (スポーツの日) 木 土 9 常任委・分科会

10 火 金
金総地・環農・教警

月 水各派世話人会 土 月予決(県政レポート) 木 日 火常任委・分科会 金 日 10 常任委・分科会

11 水 土 (建国記念の日) 土 火 木各派世話人会 日 火 金(山の日) 月議運 水常任委・分科会 土 月常任委・分科会 11 

12木 日 日 水 金役員改選 月一般質問 水 土 火県外調査 木 (常任委員会予備自)日 火常任委・分科会 12 

13金 月全協(当初予算) 月 (常置霊員会予備目) 木 土 火 木 日 水県外調査 金 (量員会等予備日} 月 水常任委・分科会 13 

14土 火 火 (委員会等予備目) 金 日 水一般質問 金 月 木県外調査 土 火 木常任委・分科会 14 

15 日 水議案上程 水予決(採決) 土 月 木 土 火 金 日 水P 議予決運(採決J 金 [常任委員会予備目) 15 

16 月 木議案聴取会 木代表者会議・議運 日 火 金 日 水 土 月I代予表決質{採問決) 木 土 16 

17 火 金 金閉会(採決) 月 水 土 月(海の日) 木 日 火 金 日 17 

18 水 開会 土 土 火 木 岱塞童会議 日 火 金 月(敬老の目) 水代表者会議・謡運 土 月 (委員会等予備日} 18 

19 木 日 日 水 金 月 水県内調査 土 火 議 案上程 木 日 火予決(採決) 19 

20金 月 月 木 土 火 {壬迭t宰鑑置径} 木県内調査 日 水 金 援予決決ー(認案般上ー特程別会計) 水代表者会議・議運 20 

21 土 火代表質問・質疑 火(春分の日) 金 日 水常任委・分科会 金県内調査 月 木 土 火 木閉会(鍔決) 21 

22 日 水 水 土 月 誼量霊<ffi'r::盟国] 木常任委・分科会 土 火 金議案質疑 日 水採決・議案上程 金 22 

23 月 木(天皇題生目) 木 日 火 苗証垂l.rlill:誼咽i金常任委・分科会 日 水 土 (秋分の日) 月 企平也良{【監出査初記予県耳のー肉考閉え院方制}} 木(勤労感謝の日) 土 23 

24 火 金一般質問 金 月 水 世証霊illi.TI誼盟l土 月 木 日 火予制当初予算の考え方} 金 日 24 

25水 主 土 火 木 議選 日 火県内調査 金 月 水 土 月 25 

26 木 B 日 水 金 月 苗証垂・2担金 水県内調査 土 火一般質問 木 自 火 26 

27金 月 月 木 土 火 l.l!.f!.呈自主壬鍋日l木県内調査 日 水 金 月 水 27 

28 土 火一般質問 火 金 日 水 ~会筆壬錨日 i 金 月 木一般質問 土 火議案賃疑 木 28 

29 日

ー-----
水 土(昭和の目) 月 鐙副委{孟盟主士画] 木 戸|代単表者鍾全孟Z盈i・盛歪 土 火 金 日 水 金 29 

30 月 ----木 日 火 金採決 日 水 土 月 予決(決算総括質疑]木 一般質問 土 30 

1
31 火

ー
-----

金

ー----
水 ー----月 木 -----火分科会(決算) -----日 31 

仁三三二コ

亡二二二コ

亡三三三コ

本会議開催日

令和5年会期回数 11月-3月|日I5月-12月 1227| 計 286日
(注)令和4年12月19日時点での年間諸事予定のため、その後変更される場合があります.
最新の日程は三重県強会ホームページの『月 ~IIの日程』でご確包ください。

崎
準
∞

議決休会日

休日休会目

w 
w 
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資料 9

令和5年 第 1固定例会日程

月 日 日程 日 程 備 考

1月 18日水 本会議 開会 議会運営委員会

1月 19 日(木)~31 日(火)は休会
にL占師勘作句=目 唱 目句骨骨a、--・ー，"園 局"'_:，.，.品目島4 ・・"品...:.w=主主Z ー.=.... ....:0ー..._..0士、""，事 一2月 1日 7-" 休 会 代表者会議

2日 木 休会

3日 金 休 会

4日 土 ---、.
5日 日 ---、.
6日 月 休会

7日 火 休会

8日 水 休 会 議会運営委員会

9日 木 休 会

10日 金 休 会

11日 土 -----(建国記念の日)

12日 日

------13日 月 休 会 全員協議会

14日 火 休 会

15日 7Jて 本会議 議案上程提案説明 (2月定例月会議) 議案聴取会

16日 木 休会
議会聴取会
議会運営委員会

17日 金 休 会
18日 土 --19日 日 --、-
20日 月 休会

21日 火 本会議 代表質問議案質疑 議会運営委員会

22日 水 休 会

23日 木 ---、! (天皇誕生日)

24日 金 本会議 一般質問

25日 土 句、、、、、、、』、

26日 日

------27日 月 休 会

28日 火 本会議 一般質問

3月 1日 水 休会

2日 木 本会議 追加議案上程
議案聴取会
議会運営委員会

3日 金 本会議 一般質問議案質疑

4日 土 -----5日 日--6日 月 委員会 予算決算常任委員会(予算総括質疑)

7日 火 委員会
付託議案審査〔戦略企画雇用経済、医療保健子ども福祉病院、
防災県土整備企業の各常任委員会・分科会〕

8日 7.k 委員会
付託議案審査〔総務地域連携デ、ジタノレ社会推進、
環境生活農林水産、教育警察の各常任委員会・分科会〕

9日 木 委員会
付託議案審査〔戦略企画雇用経済、医療保健子ども福祉病院、
防災県土整備企業の各常任委員会・分科会〕

10日 金 委員会
付託議案審査〔総務地域連携デジタル社会推進、
環境生活農林水産、教育警察の各常任委員会・分科会〕

11日 土 、、、、、、、、、、

12日 日--13日 月 休会 (常任委員会予備日)

14日 火 休会 (委員会等予備日)

15日 水 委員会 予算決算常任委員会(採決)

16日 木 休会
代表者会議
議会運営委員会

17日 金 本会議 閉会(採決)

※請願陳情の受理 ※文書による質問ができる期間
・2月15日(水)午後5時 . 12月 21 日(水)~ 2月14日(火)
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